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編集委員から
　法定雇用率が改定されたことによって、企業の
障害者雇用のさらなる量的確保に関心が高まって
いる。同時に安定的な雇用継続のためには、障害
のある従業員をいかに職場にとってかけがけのな
い存在にしていくのか、事業所の「育成力」が問わ
れてくる。それが、定着を促進し、障害者雇用の
質を高めていくことになる。大手製薬会社の特例
子会社としてその使命に取り組む職場を訪ねた。
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と
つ
」（
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
と
す
る
考

え
に
基
づ
き
、
特
例
子
会
社
で
あ
る
ア
ス
テ
ラ

ス
総
合
教
育
研
究
所
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の

研
究
所
で
は
、
グ
ル
ー
プ
内
の
人
材
開
発
に
関

す
る
ト
ー
タ
ル
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
最
適
な
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
研
修
環
境
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

具
体
的
に
は
、
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
グ
ル
ー
プ

会
社
を
顧
客
と
し
た
研
修
部
門
と
、
業
務
的
に

は
若
干
の
重
な
り
を
持
ち
つ
つ
、
障
害
の
あ
る

ス
タ
ッ
フ
が
職
場
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
幅
広
い

業
務
を
担
当
す
る
部
門
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
障
害
者

雇
用
の
牽
引
力
に
も
な
っ
て
い
る
。
従
業
員
数

は
企
業
全
体
で
、
約
７
０
０
０
人
（
※
国
内
グ

ル
ー
プ
会
社
合
計
）。
特
例
子
会
社
で
全
社
の
雇

用
障
害
者
数
の
約
４
割
を
占
め
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
は
、
ア
ス
テ
ラ

ス
総
合
教
育
研
究
所
の
本
部
（
東
京
都
中
央
区

日
本
橋
本
社
）、
焼や

い

津づ

工
場
（
静
岡
県
）、
そ
し

て
今
回
訪
問
し
た
つ
く
ば
研
究
セ
ン
タ
ー
の
３

カ
所
に
設
置
。
つ
く
ば
事
業
所
が
、
最
も
早
い

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
4
月
の
開
設
だ
。

和
栗
さ
ん
は
、
日
本
橋
グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ

支
援
室
・
御
幸
が
丘
グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援

室
の
二
つ
の
室
長
を
兼
務
し
て
い
る
。

　　
障
害
の
あ
る
従
業
員
は
「
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
３
事
業
所
に
お
け
る

と
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
蓮は

す

見み

雅ま
さ

人と

さ
ん
が
出
迎

え
て
く
れ
た
。

今
回
の
取
材
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
も
あ

る
蓮
見
さ
ん
は
、
高
齢
者
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
や
特

別
支
援
学
校
で
の
経
験
を
活
か
し
、
障
害
の
あ

る
ス
タ
ッ
フ
の
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
。
蓮
見

さ
ん
の
案
内
で
、
す
で
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
準
備
も
整
っ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
へ
。

室
長
の
和わ

栗ぐ
り

三み
つ

雄お

さ
ん
と
、
茨
城
県
の
つ
く
ば

圏
域
を
担
当
す
る
「
つ
く
ば
L
S
C
障
害
者

就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
「
つ
く
ば

L
S
C
」）
生
活
支
援
担
当
の
君き

み

山や
ま

智ち

恵え

子こ

さ
ん

が
笑
顔
で
歓
迎
し
て
く
れ
た
。

　
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
は
、「
障
が
い
の
あ
る
方
々

が
活
躍
で
き
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
、
自
立
し

た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
社
会
的
責
任
の
ひ
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つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
線
「
研
究
学
園
」
駅

か
ら
車
で
約
５
分
。
周
囲
を
豊
か
な
緑
に
囲
ま

れ
た
環
境
の
な
か
、
広
々
と
し
た
敷
地
が
目
に

飛
び
込
ん
で
く
る
。
豊
か
な
植

し
ょ
く

栽さ
い

に
溢あ

ふ

れ
る
公

園
の
よ
う
な
「
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬 

つ
く
ば
研
究

セ
ン
タ
ー
」。
こ
の
な
か
に
、
今
回
取
材
す
る
ア

ス
テ
ラ
ス
総
合
教
育
研
究
所
株
式
会
社
の
「
御み

幸ゆ
き

が
丘
グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
」
が
あ
る
。

受
付
で
担
当
者
を
待
っ
て
い
る
と
、
可
憐
な

花
に
彩
ら
れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー

ド
が
。
近
づ
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
本
日
の
取

材
先
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
の
ス

タ
ッ
フ
の
名
前
が
添
え
て
あ
る
。
作
業
の
担
当

者
か
ら
の
、
歓
迎
の
思
い
と
仕
事
へ
の
責
任
感

が
事
業
所
の
正
面
を
飾
る
植
栽
に
溢
れ
て
い
る
。

障
害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
自
信
に
満
ち
て
仕

事
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
を
想
像
し
て
い
る

①	企業内での育成により適切な職場定着を実現
②	多様な業務展開による職場全体の一体感の醸成
③ 職場と障害者就業・生活支援センターとの連携による

生活支援への展開

POINTPOINTPOINT

受
付
コ
ー
ナ
ー
で

プ
ラ
ン
タ
ー
が
出
迎
え

障
害
者
雇
用
の
中
核
、

グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ

人材開発の視点で、職場定着と地域生活を実現
～アステラス総合教育研究所のグリーンサプライ支援室を訪ねて～

御幸が丘グリーンサプライ支援室長の和栗三雄さん

御幸が丘グリーンサプライ支援室 支援スタッフの
蓮見雅人さん

蓮見さん（右）から説明を受ける朝日編集委員（中央）と、
つくばLSC障害者就業・生活支援センターの君山智恵子さん（左）
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採
用
・
配
置
状
況
は
図
1
に
示
す
通
り
だ
。

直
近
に
開
設
さ
れ
た
日
本
橋
事
務
所
で
は
、

本
部
業
務
の
特
質
に
加
え
、
精
神
障
害
者
雇
用

へ
の
取
組
み
を
反
映
し
て
か
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
６
人
中
、
精
神
障
害
の
あ
る
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
が
4
人
と
、
そ
の
割
合
が
高
い
。
障
害
者
雇

用
に
関
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
た
発

展
過
程
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

　
　ア

ス
テ
ラ
ス
総
合
教
育
研
究
所
は
、
グ
ル
ー

プ
内
事
業
所
へ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
運

営
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
お
け
る

多
様
な
業
務
を
展
開
し
て
い
る
。

つ
く
ば
事
業
所
の
業
務
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
廃

棄
物
の
回
収
、
落
ち
葉
清
掃
、
雑
草
の
引
抜
き
、

リ
ユ
ー
ス
品
の
整
備
、
花か

卉き

の
栽
培
と
管
理
、
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花
壇
の
手
入
れ
作
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、
研
究

所
の
ス
タ
ッ
フ
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
。
こ
う

し
た
具
体
的
な
作
業
を
通
じ
て
、
相
互
に
知
り

合
い
、
理
解
し
あ
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

焼
津
事
業
所
で
は
作
業
服
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や

作
業
靴
の
洗
濯
な
ど
、
日
本
橋
の
本
部
事
業
所

で
は
、
会
議
室
の
清
掃
や
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
特
徴
に
沿
っ
た
職

種
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

ア
ス
テ
ラ
ス
総
合
教
育
研
究
所
で
は
、
売
上

げ
が
発
生
す
る
作
業
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
人

件
費
は
親
会
社
が
負
担
す
る
。
そ
の
分
、
内
製

化
と
職
務
の
開
発
が
欠
か
せ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
の
設
備
投
資
も
効
果
的
な
戦
略
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
だ
。
花
の
栽
培
の
た
め
の
温
室

設
置
な
ど
は
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、昨
年
か
ら
研
究
活
動
に
不

可
欠
な
実
験
用
チ
ュ
ー
ブ
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
と
巡

機
密
文
書
の
分
別
・
廃
棄
な
ど
、
実
に
多
岐
に

わ
た
る
。
ま
た
、
社
内
で
は
文
房
具
の
リ
ユ
ー

ス
推
進
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
制
が
と
ら
れ
て
い

る
の
だ
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
で
も
ら
え
る
社
内

奨
励
グ
ッ
ズ
の
〝ロ
ゴ
入
り
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
〟
も
、

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
が
ミ
シ
ン
工
芸
で
製
作
し
て

い
る
。

植
樹
苗
の
栽
培
は
、
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
が
社

会
貢
献
活
動
と
し
て
行
う
地
元
の
筑
波
山
で
の

植
林
に
用
い
ら
れ
る
。
元
に
な
る
ど
ん
ぐ
り
の

実
拾
い
も
も
ち
ろ
ん
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
手

に
よ
る
。
た
だ
し
、
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
呼

び
か
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
植
樹
苗
の
栽

培
に
共
同
し
て
取
り
組
む
。

公
園
を
思
わ
せ
る
敷
地
内
の
木
々
に
隣
接
し

て
、
ど
ん
ぐ
り
の
芽
吹
き
を
待
つ
小
さ
な
苗な

え

床ど
こ

を
案
内
し
て
い
た
だ
く
。「
こ
こ
で
、
ど
ん
ぐ
り

の
苗
を
育
て
て
い
る
の
か
」
と
思
わ
ず
感
嘆
。

多
彩
な
業
務
内
容

アステラス製薬 つくば研究センター

研究所の内外に飾られる花

出典：取材時説明資料を基に著者改編

（2018年4月1日）

図１　グリーンサプライ支援室の組織体制とグリーンスタッフの採用状況

アステラス総合教育研究所株式会社（本社：東京都中央区日本橋）

グリーンスタッフ：19人
＊全員が知的障害者

   支援員：6人

2011年4月開設 2014年10月開設 2016年4月開設

グリーンサプライ支援室
（茨城県つくば市）

グリーンサプライ支援室
（静岡県焼津市）

企画部 業務管理部

グリーンサプライ支援室
（東京都中央区日本橋）

グリーンスタッフ：20人
＊知的障害者中心、重複もあり

   支援員：6人

グリーンスタッフ：6人
＊精神障害者中心

   支援員：3人

敷地内では、さまざまな花の育成、管理をしている
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回
補
充
の
業
務
も
開
始
。
直
接
、
研
究
所
の
仕

事
を
に
な
う
な
ど
、
業
務
を
拡
大
し
た
。
見
事

な
仕
事
の
切
り
出
し
に
感
心
す
る
。

　
グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
の
特
徴
は
、「
手

厚
い
支
援
体
制
」。
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
３
～
５

人
に
対
し
、
１
人
の
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
。

今
回
、
取
材
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て

く
だ
さ
っ
た
蓮
見
さ
ん
も
そ
の
１
人
だ
。

支
援
ス
タ
ッ
フ
は
、
業
務
配
分
案
を
作
成
す

る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
面
や

メ
ン
タ
ル
面
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
い
サ
ポ
ー
ト
を

直
接
行
う
こ
と
が
特
色
。
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
課
題
改
善
策
を
提
案
す
る
責
任
も
負
う
。

例
え
ば
、「
対
話
の
ス
タ
イ
ル
」。
何
か
ミ
ス

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
責
め
る
の
で
は
な

く
背
景
を
探
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
笑
顔
で
向

き
合
う
こ
と
を
大
切
に
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の

「
強
み
」
を
見
出
し
て
い
く
方
法
で
も
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
が
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の「
重
荷
」

を
取
り
除
く
ア
プ
ロ
ー
チ
。
障
害
者
の
職
場
定

着
を
図
る
う
え
で
、
生
活
上
の
課
題
へ
の
適
切

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
和
栗
さ
ん
は
、「
グ
リ

ー
ン
ス
タ
ッ
フ
は
、
親
兄
弟
な
ど
家
族
と
の
関

係
、
金
銭
問
題
、
交
友
関
係
の
悩
み
、
S
N
S

な
ど
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
人
知
れ
ず

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
」

と
指
摘
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
自
ら
課
題
を
表
出

す
る
ス
タ
ッ
フ
ば
か
り
で
は
な
い
。そ
の
際
に
は
、

こ
う
し
た
「
重
荷
」
を
取
り
除
く
と
い
う
姿
勢

が
重
要
と
な
る
。

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
も
当
然
、
千
差
万
別
だ
。

多
く
の
支
援
を
要
す
る
人
も
い
れ
ば
、
そ
う
で

な
い
人
も
い
る
。「
適
切
な
支
援
と
適
切
な
仕
組

み
が
あ
れ
ば
、
障
害
の
あ
る
人
の
力
は
大
き
く

伸
び
る
」
と
和
栗
さ
ん
。
相
手
を
思
う
心
と
支

援
の
技
術
が
重
な
り
合
っ
て
初
め
て
、
グ
リ
ー

ン
ス
タ
ッ
フ
の
成
長
が
確
実
に
な
る
。

さ
ら
に
は
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
に
は
「
チ
ー
ム

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
正
解
の
探
索
と
質
の

担
保
を
求
め
て
い
る
」
と
和
栗
さ
ん
。
自
分
の

支
援
が
正
し
い
と
、
必
ず
し
も
思
わ
な
い
で
ほ

し
い
と
い
う
。「
相
手
の
心
を
開
か
な
け
れ
ば
何

も
始
ま
ら
な
い
」
と
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
も
ま
た
、

育
て
ら
れ
、
自
ら
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
確
実
に
積

み
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、

キ
ャ
リ
ア
発
達
支
援
の
観
点
か
ら
、
事
業
主
や

同
僚
も
、
そ
の
成
長
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
障
害
の
種
類
や
軽け

い

重ち
ょ
うに
か

か
わ
り
な
く
、
だ
れ
も
が
、
よ
り
む
ず
か
し
い

仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
う
の

は
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
で
は
、「
社
会

性
」、「
対
人
的
ス
キ
ル
」
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
能
力
が
周
囲
の
指
導
や
本
人
の
努
力
に
よ
っ

て
向
上
す
る
こ
と
を
信
じ
て
、
日
々
取
組
む
こ

と
を
「
指
導
（
育
成
）
方
針
」
と
し
て
い
る
。

「
障
害
が
あ
る
か
ら
仕
方
な
い
の
で
は
な
く
、
ど

こ
ま
で
可
能
性
を
追
求
し
て
い
け
る
か
だ
」
と
、

和
栗
さ
ん
は
強
調
す
る
。
例
え
ば
、「
自
閉
症
」

と
診
断
さ
れ
て
い
る
人
の
個
性
は
尊
重
す
る
が
、

「
個
性
だ
か
ら
、
で
き
な
く
て
も
仕
方
な
い
」
と

い
う
考
え
方
に
は
留
め
な
い
。
無
理
を
強
い
る

こ
と
は
な
い
が
、
職
場
の
な
か
で
の
可
能
性
を

引
き
出
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た
、
支
援
者
と
し

て
欠
か
せ
な
い
視
点
だ
。

も
う
一
つ
が
、
厳
し
い
な
が
ら
も
楽
し
く
、

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
つ
く
る
こ
と
。
技
能

の
質
、
向
上
の
幅
の
拡
充
を
期
待
し
て
「
挑
戦
」

し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
支
援
者
の
み
で
は
な
く
、
多
様

な
立
場
の
人
々
が
か
か
わ
る
体
制
を
実
現
し
、

本
人
の
成
長
を
う
な
が
す
こ
と
。
必
要
に
応
じ

て
、
事
業
所
、
家
族
（
主
に
親
）
と
の
三
者
面

談
も
行
う
徹
底
ぶ
り
だ
。
加
え
て
、
支
援
機
関

の
担
当
者
を
交
え
た
「
育
成
会
議
」
を
開
催
し

て
い
る
。
職
場
定
着
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の

解
決
に
向
け
た
情
報
交
換
や
討
議
を
行
っ
て
い

る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、あ
え
て
「
育
成
会
議
」

と
称
す
る
と
こ
ろ
に
、
目
前
の
課
題
解
決
に
留

め
ず
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
成
長
を
確
信
す
る

強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
の
開
設
当
初
は
、

半
期
に
一
度
は
育
成
会
議
を
実
施
す
る
こ
と
を

必
要
と
す
る
事
例
も
あ
っ
た
が
、
８
年
目
に
入

っ
て
か
ら
開
催
回
数
は
３
分
の
１
ほ
ど
に
減
少

し
て
い
る
と
い
う
。
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
成
長

手
厚
い
支
援
体
制
で

成
長
を
促
進

能
力
向
上
へ
の
確
信

アステラス製薬 つくば研究センター

グリーンサプライ支援室 広い研究所内を走るバスの停留所などの花の管理も、グリーンサプライ支援室が行っている

研究所の内外に飾られる花

敷地内では、さまざまな花の育成、管理をしている
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と
と
も
に
、
支
援
の
量
や
質
も
変
化
し
て
い
る
。

逆
に
、
つ
く
ば
L
S
C
と
の
連
携
機
会
は
増
え

て
い
る
。
例
え
ば
、「
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
が
医

療
機
関
を
受
診
し
た
」
と
い
っ
た
情
報
は
、
ダ

イ
レ
ク
ト
に
事
業
所
に
は
伝
わ
り
に
く
い
。
生

活
面
に
か
か
わ
る
情
報
を
得
て
、
本
人
に
も
適

切
な
方
法
で
確
認
し
て
い
く
こ
と
が
、
事
業
所

が
職
場
定
着
支
援
を
行
う
う
え
で
大
き
な
手
が

か
り
に
な
る
。

　
従
来
の
障
害
者
雇
用
、
特
に
知
的
障
害
者
の

雇
用
に
つ
い
て
は
、
特
別
支
援
学
校
卒
業
時
に

就
職
す
る
若
年
者
の
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
か
、

生
活
の
基
盤
に
つ
い
て
は
、
家
族
と
の
暮
ら
し

が
前
提
に
な
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
雇
用
が
継
続
す
る
と
、
親

な
き
後
の
生
活
基
盤
の
確
保
が
重
要
課
題
に
な

る
。
和
栗
さ
ん
は
、「
親
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
た

め
に
就
労
で
き
な
く
な
っ
た
」
で
は
、
障
害
の

あ
る
本
人
、
家
族
、
事
業
所
に
と
っ
て
も
大
き

な
損
失
で
あ
る
と
強
調
す
る
。

そ
こ
で
、
グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
で
は
、

１
週
間
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
。
つ
く
ば
L
S
C
や
、
社
会
福
祉
法
人

創
志
会
が
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
協
力

を
得
て
実
現
さ
せ
た
も
の
だ
。
当
初
は
、
グ
リ

ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
の
介
入
が
大
き
か
っ
た

が
、
つ
く
ば
L
S
C
と
創
志
会
と
の
連
携
に
よ

っ
て
、
現
在
で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
ら
の
通

24

勤
者
も
出
て
お
り
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
活
用

す
る
人
も
い
る
な
ど
、グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の「
自

立
」
の
状
況
に
応
じ
た
生
活
支
援
が
実
現
し
て

い
る
。

君
山
さ
ん
が
所
属
す
る
つ
く
ば
L
S
C
は
、

創
志
会
が
運
営
し
て
い
る
。「
障
害
が
あ
ろ
う
が
、

な
か
ろ
う
が
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
構
築
を
目
指
し
て
」
が
運
営
法
人
の
理
念
で

あ
る
。
君
山
さ
ん
は
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
で
勤
務
す
る
前
に
は
、
企
業
で
障
害

者
の
支
援
者
と
し
て
の
勤
務
経
験
が
あ
る
。
事

業
所
の
思
い
を
理
解
し
た
う
え
で
、
福
祉
的
支

援
が
可
能
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
だ
。
も
と
も
と
創

志
会
は
、
精
神
障
害
者
の
地
域
支
援
の
実
績
が

豊
富
な
法
人
だ
が
、
グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援

室
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
知
的
障
害
の
あ
る
人

た
ち
へ
の
支
援
力
を
確
実
に
積
み
重
ね
て
い
る
。

就
業
場
面
と
生
活
場
面
は
切
り
離
せ
な
い
と

い
い
な
が
ら
、
特
に
生
活
の
概
念
が
広
範
に
わ

た
る
こ
と
か
ら
、
実
際
の
雇
用
現
場
で
は
役
割

分
担
も
簡
単
で
は
な
い
。

グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
と
つ
く
ば
L
S
C

は
、
役
割
を
二
者
択
一
的
に
切
り
分
け
る
の
で

は
な
く
、
段
階
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
支
援
対
象

者
の
強
み
を
引
き
出
し
て
、
連
携
し
た
生
活
支

援
の
枠
組
み
を
形
成
し
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
に
お
け
る
育
成

の
仕
組
み
を
和
栗
さ
ん
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

図
２
に
示
す
４
点
が
あ
げ
ら
れ
た
。

ま
ず
は
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
日
々
の
指

導
で
あ
る
。
企
業
で
働
く
た
め
に
は
、
身
だ
し

な
み
、
姿
勢
、
態
度
な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、

業
務
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
多
く
の
業
務
を
こ

な
し
、
組
織
の
成
果
に
貢
献
す
る
こ
と
な
ど
が

あ
る
が
、
最
も
必
要
な
こ
と
は
「
仕
事
を
通
じ

て
個
々
人
が
総
合
的
な
成
長
を
果
た
し
、
自
立

に
向
け
て
着
実
に
前
進
す
る
こ
と
」。
す
な
わ
ち
、

「
仕
事
を
通
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
個
々

の
成
長
を
う
な
が
す
こ
と
」
だ
と
い
う
。

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
の
仕
組
み
が
、
親

会
社
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
方
針
で
は
な
く
、

現
場
か
ら
の
発
信
が
承
認
さ
れ
た
内
容
で
あ
る

か
ら
こ
そ
、
地
に
足
の
着
い
た
キ
ャ
リ
ア
発
達

支
援
が
展
望
で
き
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
毎
月
１
回
、
業
務
時
間
内
に
実
施
さ
れ
て
い

る
「
月
次
研
修
」
も
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
育

成
を
確
実
に
行
う
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。

１
回
あ
た
り
２
時
間
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
彩

だ
。
例
え
ば
、
２
０
１
７
年
６
月
の
テ
ー
マ
は
、

「
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
だ
っ
た
。
日
本
橋

事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
っ
て
、
危
険

予
知
に
関
す
る
S
S
T
（
社
会
生
活
技
能
訓
練
）

に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
同
年
に
は
「
自
立
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
研
修
が
２
回
あ
っ
た
。従
来
は
、

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
よ
る
生
活
支
援

育
成
を
確
実
に
す
る
仕
組
み

多
様
な
研
修
機
会
と

ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

機密文書の回収・分別作業出典：取材時説明資料を基に著者改編

図２　
グリーンサプライ支援室における
グリーンスタッフ育成の仕組み

支援スタッフによる
根気強い日々の指導

多様な月次研修

責任範囲の変化、拡大
（上記に連動した報酬システム）

定期面談による達成支援
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る
仕
組
み
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
連
動
し
た
報
酬

シ
ス
テ
ム
を
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
に
向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
も
機
能
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
業
務
拡
大
の
仕
組
み
を
単
に
提
示

す
る
の
で
は
な
く
、
き
め
細
か
な
定
期
面
談
に

よ
る
達
成
支
援
を
図
っ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
に

値
す
る
。
面
談
は
、目
標
面
談
、フ
ォ
ロ
ー
面
談
、

評
価
面
談
の
３
段
階
。「
設
定
し
た
目
標
が
達
成

で
き
た
か
」
に
つ
い
て
、
確
認
し
な
が
ら
展
開

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
つ
く
ば
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
従
業
員
の
大
半

が
研
究
者
。「
精
密
に
正
確
さ
を
求
め
る
」
の
が

研
究
セ
ン
タ
ー
の
文
化
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ

の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
が
、
こ
う
し
た
文
化

の
も
と
で
知
的
障
害
の
あ
る
従
業
員
は
研
究
者

と
一
緒
に
働
け
る
の
か
。
和
栗
さ
ん
は
、
長
い
時

間
を
か
け
て
信
頼
獲
得
に
努
め
た
と
い
う
。

そ
れ
が
い
ま
で
は
「
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
は
、

こ
の
研
究
所
に
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
た
の

で
は
…
…
」
と
い
う
。
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

「
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
に
な

っ
て
、
勇
気
を
与
え
ら
れ
た
」
と
い
う
趣
旨
の

手
紙
が
支
援
室
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
も
。
こ
こ

に
至
る
ま
で
、
研
究
一
筋
の
歩
み
の
な
か
で
は
、

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
よ
う
な
障
害
の
あ
る
人
た

ち
と
の
交
流
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
ま
し
て
や
と
も
に
学
び
、働
く
機
会
も
、

お
そ
ら
く
少
な
か
っ
た
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。

障
害
の
あ
る
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
が
、
支
援

を
受
け
な
が
ら
職
場
に
定
着
し
て
い
く
だ
け
で

な
く
、
障
害
の
な
い
従
業
員
も
ま
た
、
グ
リ
ー

ン
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
活
動
す
る
機
会
を
通
し

て
、
職
場
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
実
感
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
和
栗
さ
ん
の
「
研
究
ス
タ
ッ
フ
は
、
障
害
の

あ
る
人
と
一
緒
に
働
く
こ
と
を
歓
迎
し
て
く
れ

ま
す
」
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
だ
。
障
害
者
雇

用
率
制
度
は
、
た
し
か
に
雇
用
へ
の
き
っ
か
け

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
こ
に
留
ま
ら
ず
可
能
性

を
ど
う
広
げ
て
い
く
か
が
問
わ
れ
る
。
職
場
定

着
支
援
と
意
気
込
ま
ず
に
、
一
人
ひ
と
り
を
大

切
に
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
結
果
的
に
安
定
し

た
職
業
生
活
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。特
に
、

つ
く
ば
事
業
所
で
は
、
花か

卉き

の
栽
培
・
管
理
や

植
樹
苗
の
栽
培
な
ど
、
植
物
と
か
か
わ
る
業
務

が
多
い
だ
け
に
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
を
育
て
る

こ
と
は
、
可
能
性
に
満
ち
溢
れ
た
草
木
を
丁
寧

に
育
て
る
こ
と
と
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

グ
リ
ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
は
、「
グ
リ
ー
ン
」

に
例
え
ら
れ
る
「
み
ず
み
ず
し
さ
」
を
、
事
業

所
の
み
な
ら
ず
、
障
害
者
雇
用
と
い
う
フ
ィ
ー

ル
ド
に
供
給
す
る
「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
（
供
給
者
）」

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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自
立
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
体
験
が
重
視
さ

れ
て
い
る
。
家
族
か
ら
の
自
立
も
含
め
て
、
従

業
員
同
士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の

様
子
を
録
画
。
後
日
、家
族
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
動
画
を
上
映
す
る
な
ど
家
族
の
理
解
を
う

な
が
す
た
め
の
工
夫
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
と
支
援
ス
タ
ッ
フ

の
支
援
に
よ
り
、
業
務
ス
キ
ル
が
向
上
し
、
信

頼
が
獲
得
さ
れ
る
。
す
る
と
、
次
に
重
要
に
な

る
の
が
新
規
業
務
を
担
当
す
る
機
会
の
提
供
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
同
時
に
責
任
範
囲
の
拡
大
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
や
が
て
組
織
へ
の

貢
献
度
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
自

己
肯
定
感
の
向
上
へ
と
導
か
れ
る
。

こ
う
し
た
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
、
グ
リ

ー
ン
サ
プ
ラ
イ
支
援
室
で
は
、
全
46
業
務
（
２

０
１
７
年
11
月
時
点
）
に
つ
い
て
、
業
務
ご
と

に
難
易
度
を
決
め
（
ポ
イ
ン
ト
化
）、
業
務
分

担
一
覧
を
策
定
・
管
理
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

前
出
の
「
ど
ん
ぐ
り
拾
い
」
は
難
易
度
0
・
1

で
全
員
が
ク
リ
ア
。
逆
に
温
室
業
務
の
「
水
や

り
」
は
状
況
に
よ
っ
て
加
減
を
要
す
る
こ
と
か

ら
難
易
度
３
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
同
じ
難

易
度
の
業
務
で
も
、「
リ
ー
ダ
ー
役
が
に
な
え

る
」
人
に
は
加
点
す
る
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
は
賞

与
に
反
映
さ
れ
る
。
特
定
の
業
務
に
固
定
す
る

の
で
は
な
く
、
責
任
範
囲
を
変
化
、
拡
大
さ
せ

取
材
を
終
え
て

企
業
な
ら
で
は
の
厳
し
さ
も

職
場
の
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の

実
現

書類などの紙類をシュレッダーにかけてリサイクル発泡スチロール、空き缶も整理してリサイクルに


